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（２）研修の内容について 
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子どもの行動を、全体ではなく、一つずつ見ていくことができるようになった 

困った点を個性としてとらえられるようになった 

保護者が喜びや安心を感じられるよう連携する大切さを感じた 

個々に合わせた対応、関わりの大切さを痛感した 

こどもの課題が明確になり、ポイントを見つけやすくなった 

対応に自信が持てるようになった（余裕をもって対応できるようになった） 

その子のありのままを受け止め、良い面にも目が向けられるようになった 

職員間での共通理解や手立てについての話し合いがしやすくなった 

手立てを実践することで、児やクラスに変化が見られた 

行動の意味や背景を考え、手立てに活かすようになった 

手立てを考えやすくなった 

児の行動や対応の仕方について以前より寄り添って考えられるようになった 

（単位:人） 

ウ．担当児の変化・受講者自身が感じた変化 


